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カリフォルニア訪書紀行
■

中 野 三 敏

六月の末、梅雨時の溽暑を避けるように桑港へ向

かった。大学院人文科学研究院の今西教授、図書館

の古賀専門員それに私の三人とも、何しろ米国訪問

は初めてのこと、先方の気候のことなどもさっぱり

要領を得ぬまま出かけたのだが、大学院言語文化研

究院の松原教授の出迎えを受けて空港駐車場へ向か

うと、快晴の空と日陰の涼しさは、さすがに十数時

間かけて飛んできた甲斐あり、すっかり気分をよく

したのが第一印象だった。其の後の五日間、申し分

のない天候と涼しさに恵まれ、聞けば一年中こんな

ものだという。しかも遠望する山々は枯草ばかり、

丁度晩秋の久住高原を思わせるのが、却って冬場は

雨期で青々と芽ぶき、大層気分が良いのだそうだ。

難波の葦は伊勢の浜荻の古諺はまだしも、日本の初

夏はカリフォルニアの冬だとは、やはり旅はしてみ

るものである。

訪問先はバークレー校の東アジア図書館とスタン

フォード大学図書館に絞って、まずはスタンフォー
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ドへ。平たく広大なキャンパスに、フーバー・タワ

ーを中心に据え、メキシコ風の赤い瓦屋根に統一さ

れた建物群は、ただ見事の一語に尽きる。大学の中

心部にある大教会に何気なく入ってみて驚いた。内

部は想像していたゴシック風のしつらえではなく、

去年ラヴェンナの教会で息をのんだばかりの、くす

んだ金と緑と赤のモザイクで、壁画からドーム型の

天井画迄、一面に仕上げられた別天地であった。

図書館では寄贈コレクションの一つ、日本近世の

絵本類五百余点を拝見し、貴重書選定の意見を乞わ

れた。既に数年前、日大の粕谷宏紀氏の手で一応の

分類整理が試みられていて、書庫の中で一度に全体

を見ることが出来たので、殆ど手間どることもなく

見終えたが、概要は元禄期以降の極く普通の絵本・

絵入り本で占められており、寧ろその点に外国在来

の絵本コレクションとしては異例の内容というべき

特徴があった。現在我々のしり得る在外コレクショ

ンの殆どは、来日した外国人研究者やコレクターに

よって、撰び抜かれた、当時としても高価な稀覯本

の、それも姿・形の極めて良好なものだけが纏めら

れたものが多く、中でも絵本・絵入り本は、現在日

本国内に極めて少ない色摺りの美本中心のものが多

い。それがこの場合は、殆どが祐信絵本の並製本類

や節用集或いは名所図会等の墨摺り本の中に、鹿児

島版「成形図説」の色摺り本や、八文字屋本「傾城

禁短気」などが混在するという有様で、撰書の厳密

さはなく、普通の絵入り本を手当たり次第に集めた

という趣の意外なものであった。

米国の日本学は、他の諸外国と比べて格段の厚み

と深さを備える。恐らく外国でこのような内容のも

のを活用することは、現在、米国の日本学以外では

出来ないのではなかろうか。その意味でこのコレク

ションが米国に存在する意義は極めて大きい筈だと

いう率直な意見を御伝えしておいた。

バークレー校の東アジア図書館には、旧三井文庫

の写本群三千点が保管されており、仮の棒目録も出

来ていた。先年日本でも立派な目録が刊行された版

本群は、土地を違えて別置されているとの事で、今

回はその写本類の中から私の興味をひいた数点を請

求閲覧させて戴くと共に、館内の開架式書庫を一巡

りさせて貰った。書架内の日本文学関係研究書類の

充実ぶりは、今西教授ともども予想を裏切らぬもの

だった。少なくとも九州大学文学部書庫のそれを遙

かに上廻るのは確実である。学問研究の土台構築に

かける姿勢の違いを、つくづく感じさせられる最も

印象的なひとときであった。

写本群の中から私の撰んだものは次の五点「兇刀

伝」一冊、安永頃の写かと思われるもので、白話小

説モノかと思って請求してみたのだが違った。「山

泉抄」二冊は人見竹洞撰とおぼしき類書で重野成斎

の旧蔵本だった。「正夢後悔記」一冊は珍しい上方

洒落本の一で板本はない。「紅梅書屋独語」一冊は

古賀穀堂の随筆、「開飲酒序」一冊は佚山道人作と
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目録にあったので喜んで請求したら、つまらない法

帖だったのはご愛敬か。何れにせよこの一群の写本

もやはりスタンフォードの絵本と同じく、恐らく日

本の図書館でも極く普通本として扱われる江戸期の

細々したもので、名家の自筆本や手沢本類は殆ど見

えないのは、たまたま戦後の混乱期に、本来は日本

国内に眠っているべきものが米国へ移されたものゆ

え、当然のことでもあろうが、流石にこの文庫は今

も米国研究者の利用度はひくいそうである。

しかし、恐らくそう遠くない未来に、これ等の書

物の精査を通して、日本学会に名乗りを挙げてくる

米国学究の足音が近づく気配を、キャンパス内の鬱

蒼たる森の繁みの葉摺れの音や、谷のせせらぎに紛

れながらも、確かに聞きとめ得たような気がしなが

ら、快適な旅を終えさせて戴いた。有川館長のご配

慮には深く感謝するばかりです。

（なかの みつとし 文学部名誉教授）

平成８年度以降、図書館では本学所蔵の貴重資料

の画像化を進めていますが、この「古活字版源氏物

語（無刊記）データベース」もその事業の一環とし

て公開するものです。文学部所蔵の『源氏物語』古

活字版（無刊記）（５４帖３０冊）は、本文が藤原定家

校訂の青表紙本系統で、近世初頭に刊行された印刷

面の大変美しい典籍です。この種のものが全面的に

画像化されて全国規模で公開されたことは、今日ま

でまだその例を見ません。図書館では、以上の２つ

の点に意義をみとめて、このデータ

ベースを作成、公開しました。

当データベースの大きな特徴は、

検索手段として、池田亀鑑編著の『源

氏物語大成』（中央公論社）校異編

の該当ページ番号を画像に付加し、

これを検索キーとしたところにあり

ます。これによって、大部の画像デ

ータの中から目的の箇所を瞬時に取

り出すことを可能にしました。変体

仮名に不慣れであっても、この『源

氏物語大成』を拠り所にして古活字

版『源氏物語』の本文を読むことが

出来るようになっています。

またこのデータベースには、本学大学院人文科学

研究院の今西裕一郎教授が執筆された、大変詳しい

解説も併設公開しています。

本データベース作成に当たっては、平成１１年度附

属図書館研究開発室員の今西裕一郎教授の指導の下

に、文学研究科の大学院生の方々に多くの協力をい

ただきました。

（図書館ホームページ：http : //www.lib.kyushu-u.ac.jp）

「古活字版源氏物語（無刊記）データベース」を公開

カリフォルニア大学バークレー校東アジア図書館の閲覧室
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２１世紀を目前にした現在、１０年前には一部の企業

や大学関係者のみに使われていたインターネットの

世界が家庭にも爆発的に浸透し、今や常時接続環境

の普及が始まろうとしています。すなわち、我々は

膨大な量の情報にいつでもアクセス可能な時代の入

り口にいるわけです。また、我々一人一人が世界に

向けて、情報発信を行うことも容易になりました。

世界中の人達と情報を共有できる、このようなネッ

トワーク情報化社会で暮すためには、これまでとは

違ったスキルの習得が必要であり、また、住みやす

い環境をつくり維持していくための新しいマナーも

必要となります。情報リテラシー［２］は、このよ

うな情報環境における生活能力を指す言葉であり、

今後の情報化社会を生き抜くために、我々が身につ

けるべき必須科目でもあります。

情報リテラシー教育の中身を次のような３つの階

層に分けます。

（１）コンピュータ操作技能

（２）情報活用能力

（３）情報倫理知識

まず、もっとも基礎となる技能としてコンピュー

タの操作技能の習得があります。キーボード配列の

学習から始まり、パソコン操作などを会得する階層

です。これは、（狭義の）コンピュータ・リテラシ

ーとも呼ばれているもので、コンピュータを道具と

して使うための最低限の技能を指しています。

次に来るのが、情報活用能力です。これは、情報

を検索する能力、それらを利用し、新しい情報を生

み出す能力を含みます。どのような情報が必要かが

明確でない状態で、自分の必要とする情報を明確化

しつつ検索することを表現するために情報探索とい

う言葉を使うこともありますが、この能力もこの階

層に含まれます。情報リテラシー能力にとって、キ

ーとなる部分です。インターネットから得られる情

報は、玉石混交です。洪水にも例えられる大量の情

報の中から、自分の目的にあった信頼性の高い情報

を発見する能力も鍛えなければなりません。

最後に忘れてならないのは、いわゆる情報倫理に

関する知識です。いつでも情報へアクセスし、発信

できる環境が実現するということは、コンピュータ

へのパスワードや個人情報などの秘匿すべき情報が

簡単にもれ、悪用される恐れが大きいことを意味し

ます。他人のプライバシー情報を犯さない配慮と同

時に自分の個人情報を守るための注意や工夫が必要

です。そういった情報倫理に関する意識を高めるこ

とも情報リテラシー教育の重要な柱となります。

図書館は、情報活用能力を中心に、情報の提供や

活用に関するサービス機関として、これまでも重要

な役割を果たして来ました。押川六本松分館長の指

摘［１］にもあるように、図書館は、人々の文化遺

産である図書を保存する役割だけではなく、図書館

利用者の便宜を図り、新しい時代に即した高度なサ

ービスを利用者に提供していく重要な役割を担って

います。近年のIT技術の進歩に伴い、電子図書館

［４］サービスを拡充するなどの時代に即した変革

がなされてきました。これからも、強力に、質・量

両面に渡る利用者サービスの向上を進めていかなけ

ればなりません。

特に大学図書館は、情報リテラシーの専門家機関

として、２１世紀を担うべき学生に対する情報リテラ

シー教育において中心となるべき存在であると言え

ます。現に、いろいろな大学で、学生への情報リテ

ラシー教育に図書館が中心的役割を果たしています。

たとえば、京都大学では、情報探索入門というタイ

トルで図書館学や情報検索に関する広い範囲をカバ

ーした教育が行われています［５］。また、新潟大

学でも、図書館が、様々なテーマに関した情報リテ

ラシー教育を行っています［３］。本学においても、

新入生全員を対象とした情報教育が実施されていま

す。これも、今後、ますます力を注ぐべきテーマで

す。

これまで述べてきたように、これからの図書館は、

ネットワーク情報化社会の中での「情報館」として、

図書館自体の電子化、ディジタル化を進めていき、

情情報報リリテテララシシーー教教育育とと図図書書館館
南南 俊俊 朗朗
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利用者に対する新たな図書館サービスへ向けて体制

を整えていくことが重要です。また、大学図書館が、

新世紀における図書館サービスの柱として、学生へ

の情報リテラシー教育の中心的役割を果たしていく

ことに、大きな期待を寄せたいと思います。

（みなみ としろう 附属図書館研究開発室助教授）

【参考文献】
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九州大学情報基盤センターは、学術情報の通信基

盤を高度に機能させ、大学における教育研究活動の

支援を強化するため、旧大型計算機センター等４施

設及び附属図書館の一部を統合し、平成１２年４月に

設立された全国共同利用施設である。

附属図書館内に電子図書館掛と電子情報サービス

掛を置き、附属図書館と共同体制の下に研究用デー

タベースの構築、電子情報の配信及び電子情報サー

ビスの充実に取り組んでいる。この発足を記念した

開所式典が６月２１日（水）に、附属図書館視聴覚ホ

ールにおいて行われた。

式典には、文部省をはじめ、各大学大型計算機セ

ンター及び学内関係者約１００名が出席された。松尾

情報基盤センター長が設立の目的、使命及び設立に

際してご尽力いただいた方々へのお礼を述べ、続い

て文部省学術国際局尾�学術情報課長が、「社会の

情報化において大学が果たすべき先進的な役割のモ

デルを提供することを期待する」との、中曽根文部

大臣（当時）の祝辞を代読の後、杉岡九州大学総長

が挨拶、齋藤東京大学情報基盤センター長が祝辞を

述べられた。

式典終了後、学内ネットワークを活用した３D－

IES（Interactive Education System）による、音声と映

像による外国語教育のデモンストレーションを行っ

たのち、１００インチマルチメディア掲示板を使用し

て、九州大学の電子図書館サービスについて概略の

説明があった。その際、ホームページに掲載してい

る貴重資料画像データベースのほかに、Gigaviewを

使用した超高精細画像検索システムにより、「福岡

城下町・博多・近隣古図」と「蒙古襲来絵詞」の紹

介があった。

（情報基盤センター電子情報サービス掛）

情情報報基基盤盤セセンンタターー開開所所式式典典ににつついいてて

「蒙古襲来絵詞」を説明される 有川附属図書館長
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萩原延寿著『遠い崖：アーネスト・サトウ日記抄』

明治維新をはさんで通算２５年間日本に滞在したイ

ギリスの外交官の日記を基にした本書に底流として

一貫して流れるのは、当時の日本人に対する敬意で

ある。生麦事件のあと始末やイギリス公使館焼きう

ちなど生命の危険にさらされながら、また開国の混

乱の中で、それらに対処する日本側の対応を見守り、

基本的にはそれが信を置くに値するとして協力して

いく姿が清々しい。中でも西郷隆盛、勝 海舟、岩

倉具視らに対する人間としてのゆるぎない信頼感を

見ると、当時の列強の植民地化政策の中で、日本が

独立を保ち得たことに対するこれら先覚者たちの存

在の大きさを改めて実感させられる。

本書は朝日新聞夕刊に１９７６年１０月から１９９０年１２月

までの１４年余にわたり１９４７回掲載されたものに加筆

して１４巻の予定の単行本として刊行が続けられてい

るもので、現在第８巻の維新直後までに至っている。

新聞掲載時にも手に汗をにぎる思いで読み進み、毎

日の夕刊を開くのが楽しみであった。そのうちの第

１巻のみが１９８０年に刊行されたのを機に読み直して

その内容とともに流麗な文章に改めて感動し、続刊

の発行が待たれた。その後ずっと発刊の話がないた

め、私ごとながら１０年ほど前に新聞社に、つづいて

著者に出版計画を問い合わせたところ、「著者多忙

により計画たたず」ということであきらめつつあっ

た。それが「朝日新聞１００周年記念の一環として」

発行されるとの晴天の霹靂のような刊行案内があり、

１９９８年１０月より再度第１巻からの発行が始められた

のである。この本の刊行を同じ思いで迎えた読者は

全国に数多いことであろう。

それぞれの巻の副題、１．旅立ち、２．薩英戦争、

３．英国策論、４．慶喜登場、５．外国交際、６．大政

奉還、７．江戸開城、８．帰国、も適切であり、これ

を見るだけでこの若き英国外交官（１８６２年に初来日

した時は１９歳であった）が立ち会った明治維新の出

来事が大観できる。それぞれの出来事を、サトウの

驚くべき詳細な日記を中心にすえ、それを英国側お

よび日本側の公文書等により肉づけして流れを見せ

る著者の手際も鮮やかで、これは歴史を下敷きにし

た大ロマン、あるいはサトウを主人公にした大河小

説である。また、当時の九州から北海道までを大部

分は徒歩で歩いての日本人観察も、基本的には好意

的で興味深い。時々現れる女性に関するコメントも

若き外交官の素顔を見るようでほほ笑ましい。

新聞掲載時の記憶では、これからの第９巻以降で

西南戦争はじめ多くのイベントに立ち会い、最後に

「今や我々外国人はこの日本から静かに退場してい

くのです」という言葉を残して日本を離れたのが

１９０６年である。これは維新からの約４０年と、日清、

日露戦争を経て国際的な舞台での活動に自信をつけ、

その後結果的に坂道をころげ落ちるような破滅へ至

る約４０年との分水嶺であった。

明治維新前後と同様に（多分それ以上に）将来が

不透明な現在にあって、当時の日本人、特に先覚者

がどう考え行動したかは、今後を考える上での大き

なヒントになる筈である。

（むらおか かつのり 大学院総合理工学研究院教授）

村 岡 克 紀

新 入 生 に 薦 め る 本 
�
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中央図書館事務組織の改組について

学内における図書資料配送サービスについて

平成１２年度から理学部等図書掛及び農学部図書掛の附属図書館への事務一元化により事務組織を次のよう
に再編した。

また、学内の大型計算機センター等情報関連の４施設が統合され、平成１２年度から情報基盤センターに改
組された。このセンターに電子図書館関連業務を行うため新設された電子図書館掛、電子情報サービス掛を
中央図書館及び医学分館に配置することにより、センターと図書館の間の緊密な連携が可能となり、電子的
図書館資料の作成・発信、収集・配信といった新しい図書館サービスができるようになった。

改 組 後
情報基盤センター 附属図書館分室

電子図書館掛 （中央図書館情報システム課）
電子情報サービス掛（中央図書館情報サービス課、医学分館）

（情報管理課）

１．目的
キャンパス間の図書館資料配送システムを構築し、利用者が学内各キャンパスの図書館に所蔵する資料を

最寄りの図書館（分館）において借用・返却を可能にすることにより、全学の図書館資料の利用促進を図る
とともに、利用者サービスを改善する。
２．対象キャンパス及びサービス区分
本サービスは当面、次の４キャンパス間で実施する。
ただし、筑紫地区については、各研究棟に資料が分散しているため、当面は貸出サービス（受付）は行わない。

（注）
受付：他キャンパスから当館所蔵資料の

貸出申込を受け付ける。
依頼：他キャンパスの図書館に対して資

料の貸出依頼を行う。

学 内 ト ピ ッ ク ス

再 編 前 再 編 後

中央図書館 中央図書館

情報管理課 庶務掛
会計掛
図書情報掛
雑誌情報掛

情報管理課 庶務掛
会計掛
図書情報第一掛
図書情報第二掛
雑誌情報掛情報サービス課 閲覧掛

相互利用掛
参考調査掛

情報サービス課 情報サービス第一掛
情報サービス第二掛
相互利用掛
参考調査掛

情報システム課 データベース掛
電子情報掛

情報システム課 データベース掛
電子情報掛

理学部等 図書掛

農 学 部 図書掛

キャンパス サービス区分（注） サービス窓口
箱 崎 地 区 受付・依頼 中央図書館情報サービス第一掛
病 院 地 区 受付・依頼 医学分館閲覧掛
六本松地区 受付・依頼 六本松分館閲覧掛
筑 紫 地 区 依 頼 の み 総合理工学府等事務部図書掛
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３．サービス対象者
本学在籍者（大学院生以上）で図書館利用者票を所持している者

４．サービス対象資料
中央図書館（理学部、数理研、農学部資料を含む）、医学分館及び六本松分館の館内に配架されている資

料に限る。（その他の学部所蔵資料や研究室備え付け資料は対象資料にはならない。）
なお、雑誌資料類は複写サービスを利用することとし、原則として本サービスの対象資料とはしない。

５．利用条件
貸出可能冊数：５冊以内 貸出期間：２週間以内

６．配送の方法
当面は学内便を利用するが、利用状況によっては業者委託に切り替える。

７．利用手順
�利用者は当該資料の所在を確認の上、最寄りの図書館（依頼館）に借用申込を行う。
�依頼館は資料所蔵館（受付館）へ借用依頼
�受付館は資料現物を確認し、貸出処理後学内便で依頼館に資料配送
�依頼館は資料受領後、利用者へ連絡
�利用者は依頼館で資料受け取り
�利用者は資料利用後、依頼館へ返却
�依頼館は資料受領後、受付館へ資料配送
�受付館は資料受領後、返却処理
８．実施時期
平成１２年４月１０日より実施

（情報サービス課）

九大出版会コーナーを中央館に設置

中央図書館に九大出版会より、現在まで同会にて出版された約６００冊の図書の寄贈があり、「九大出版会コ
ーナー」として設置し利用に供している。
なお、今後同会において図書が出版されるたびに寄贈していただく予定である。

（情報サービス課）

医学分館貴重古医書整理について

箱崎地区旧保存図書館には医学部蔵書が５万冊ほど保管されている。この中に、先達の収集になる１６世紀
から１９世紀にわたる貴重な古医書が多数存在することが、大学院言語文化研究院のヴォルフガング・ミヒェ
ル教授の探索により指摘されていた。
このたび、総長裁量経費により整理費が措置されたので、全面的な再調査を実施し、２千冊余を医学分館

貴重書庫に移管した。現在、発行年代順に整理分類し遡及目録入力作業を継続中である。また、附属図書館
研究開発室事項「医学分館所蔵貴重古医書のデータベース化及び医史学的、書誌学的な調査研究」に採択さ
れ、ミヒェル教授による指導のもと、原文や図版等の画像と多様な検索システムによりインターネット上で
も公開・利用できるよう計画を進めているところである。
来る２００３年は、本学医学部創設１００周年記念にあたり、福岡市で関連学会等の開催も予定されており、医

学分館貴重書の企画展示などにより多彩な話題を提供できるであろう。
（附属図書館医学分館）
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平成１１年度 CDサーバ利用統計（１９９９年４月～２０００年３月）

A. OVID Net２データベース統計（中央図書館サーバ）――利用者登録が必要です。

＊利用実績がない部局は統計に載せていません。

＊提供データベース内訳

・Current C : Current Contents. All Editions（主要雑誌の最新目次情報、抄録付き）毎週更新、収録分野（１）Ag-

riculture, Biology & Environmental Sciences（２）Arts & Humanities（３）Clinical Medicine（４）Engineering, Com-

puting, & Technology（５）Life Sciences（６）Physical, Chemical & Earth Sciences（７）Social & Behavioral Sciences

・ERIC（教育学分野データベース、抄録を含む）毎月更新、１９６６～

・MEDLINE（医学生物学分野データベース、抄録を含む）毎月更新、１９６６～

・PsycLIT（心理学分野データベース、抄録を含む）年４回更新、１８８７～

＊CDSR : The Cochrane Database of Systematic Reviews．とBest E : Best Evidence．は１２月までのトライアルデータベ

ースのため、統計にふくめていない。

部 局 Current C ERIC MEDLINE PsycLIT 合 計

図書館 ５，４８９ １５１ ２，７０４ ２６５ ８，６０９

文学部 １９ ８ １０５ ７０４ ８３６

教育学部 ４ ２０３ ８ ９９７ １，２１２

法学部 ３ ０ １０ ０ １３

経済学部 ５ ０ ３ ０ ８

理学部 ３，５１８ ８ １，５０９ ０ ５，０３５

医学部 ４，０４０ ７７ ６１，４３７ ０ ６５，５５４

歯学部 ９２３ ４ ６，１４３ ０ ７，０７０

薬学部 ２，７８７ ４ １０，１４６ ０ １２，９３７

工学部 ８，４５８ ２６ １，４０７ ２ ９，８９３

農学部 ６，９９２ ２１ ５，４７３ １ １２，４８７

大学教育センター ５７９ ０ １５４ ０ ７３３

生体防御医学研究所 １３９ ２ ２，８４４ ０ ２，９８５

応用力学研究所 ５５ ０ ０ ０ ５５

健康科学センター ２ ２３ ３５１ ３ ３７９

人間環境学研究科 ０ ７０ ０ ４６３ ５３３

システム情報科学研究科 ４７ １ １ ０ ４９

比較社会文化研究科 ３８ ０ １３３ ０ １７１

総合理工学研究科 １，２３７ ４ ２２ ０ １，２６３

機能物質科学研究所 ７１０ １ ２１ ０ ７３２

医療技術短期大学 ０ ７ １７０ ０ １７７

部 局 等 計 ３５，０４５ ６１０ ９２，６４１ ２，４３５ １３０，７３１
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B. NSCDNetデータベース統計（医学分館サーバ）――学内LANから利用できます。

＊利用実績がない部局は統計に載せていません。

＊提供データベース内訳

・CACD : Chemical Abstracts１２CI－１３CI on CD．１９８７～１９９６．（化学分野データベース、抄録付き）

・医中誌：医学中央雑誌 １９８７～

・JCR : Journal Citation Reports．１９９８．（インパクトファクター・データ）

・雑索：雑誌記事索引 １９７５～

部 局 CACD 医中誌 JCR 雑索 合 計

図書館 ５１５ ４１３ ４１５ １，２２０ ２，５６３

文学部 ０ ６ ０ ７ １３

教育学部 １ ２８ １０ ８９０ ９２９

法学部 ６ ４４ １５ ４５０ ５１５

経済学部 ２ １ ０ ３５ ３８

理学部 ８０ ６ ３９ １１ １３６

工学部 ２６６ ２６ ２７ １０３ ４２２

有機化学基礎研究センター ２１ ０ ２ １ ２４

システム情報科学研究科 ２ １ １ ３ ７

農学部 ９１ １１ １１６ ９８ ３１６

医学部 ３６８ １０，９５３ １，２２８ １，２０４ １３，７５３

歯学部 ４１ １３５ ８３ １７ ２７６

薬学部 ７７ ３０ １４ １３ １３４

比較社会文化研究科 ２３ ７０ ６７ ５３１ ６９１

総合理工学研究科 ８９ ７８ １３８ ８７ ３９２

大型計算機センター ５ １２ １ １ １９

健康科学センター ４ ２０２ ２５ １７ ２４８

医療技術短期大学 ２ １４７ ３１ ８２ ２６２

生体防御医学研究所 0 ８２ １７ ４ １０３

応用力学研究所 ３ １ ５ ４ １３

機能物質科学研究所 １６６ ０ １４ １ １８１

遺伝情報実験施設 ０ １ １ ０ ２

事務局 ５ ２ ０ ８９ ９６

その他 ２７ ２２ １５ ５４ １１８

部 局 等 計 １，７９４ １２，２７１ ２，２６４ ４，９２２ ２１，２５１
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Web of Science : SCI Expanded利用状況――学内LANから利用できます。

＊４月～８月はVol．３５，No．２（１９９９）で既に報告したものである。

４月
～８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計

中央図書館 １０，８１４ ２，６４０ ３，４７５ ３，５３２ ５，５８６ ２，７８７ ３，１９８ ２，８３２ ３４，８６４

医学分館 １，５３５ １９２ １９７ １８９ ２２９ １８２ ２２９ ５２０ ３，２７３

六本松分館 １７３ ２ ３ １ ７ ４ １ ０ １９１

大型計算機センター １，２２２ ２１９ １１２ ４６３ ２８７ ２４１ １８４ １７４ ２，９０２

文学部 ３ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ７

教育学部 ３５ ０ １２ ２ ８ １ ０ ２ ６０

法学部 ４５ ５ ４ ２ １ ７ ４ １４ ８２

経済学部 ８８ ２ ０ ０ ０ １４９ ４８ ８８ ３７５

理学部 １６，２９４ ３，２６８ ３，１６７ ４，１２３ ３，１４６ ３，０３４ ３，１８７ ２，８０８ ３９，０２７

数理学研究科 １３８ ５ ６８ １６ ９ ８ １ ２ ２４７

システム情報科学研究科 １，３３１ ４５ ９０ １３５ ７５ ２５６ １１８ ７３ ２，１２３

工学部 １６，９９７ ３，４０７ ４，２４４ ３，７６０ ２，６４３ ３，５０２ ４，０９０ ３，８４３ ４２，４８６

農学部 ９，９１４ １，９０７ １，８７８ ２，３４７ １，７０９ １，４４７ ２，６２８ ２，４０６ ２４，２３６

医学部 ５，８８２ １，７７８ ９５５ １，７２０ １，２９９ ２，２６８ １，０６３ ６３０ １５，５９５

歯学部 １，２７３ ７２３ ５１４ ３６７ ２７８ ５９７ ２７９ １３８ ４，１６９

薬学部 ２，８６２ ５４８ ７４４ ９３３ ６３２ ２５８ ４６８ ５４３ ６，９８８

医療技術短期大学 ３ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ６

生体防御医学研究所 ３，１０４ ３０８ ２３０ ２７６ ２９１ ２４２ ２１７ １１２ ４，７８０

健康科学センター ４２７ １６ ７ ７ ６ ２６ １２ ２ ５０３

応用力学研究所 ４５８ ４８９ ４７ ６４ ２４ ２２２ １３２ ５４ １，４９０

総合理工学研究科 ４，７９４ １，７７２ ２，２５３ １，４３３ １，３６４ １，２０６ １，１６３ １，０１１ １４，９９６

春日地区管理 １２３ １ ３０ ２１６ ４１ ４ ７７ １６８ ６６０

機能物質科学研究所 ４，３０８ ３２５ ６０５ ４０６ ５９７ ４５８ ７３４ ６７９ ８，１１２

六本松地区 ５，８３１ １，０７２ ２，０７３ １，０１３ ８８５ ５９２ １，３６６ １，００５ １３，８３７

その他 １，５１６ １５０ ４６ ４２ ８８ ６９ ２２ ３８９ ２，３２２

合 計 ８９，１７０ １８，８７８ ２０，７５４ ２１，０４７ １９，２０７ １７，５６０ １９，２２１ １７，４９４２２３，３３１
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（注）利用者票不携帯学内利用者及び仮カード利用者等

平成１１年度九州大学附属図書館入館者統計

（人） （人） （人） （人）

部 局 中央図書館 ％ 医 学 分 館 ％ 六本松分館 ％ 合 計 ％

文学部 １９，３８８ ５．７９ ３８ ０．０２ １１，２５７ ６．３１ ３０，６８３ ４．５７

教育学部 ５，０６４ １．５１ ４９ ０．０３ ４，３０６ ２．４１ ９，４１９ １．４

人間環境学研 ５，６６９ １．６９ ０ ０ ０ ０ ５，６６９ ０．８４

法学部 ４５，１９１ １３．５ ２５ ０．０２ ２１，６８２ １２．１６ ６６，８９８ ９．９５

経済学部 １８，５８３ ５．５５ ８０ ０．０５ １４，６８７ ８．２４ ３３，３５０ ４．９６

理学部 ６４，０８１ １９．１４ ８３６ ０．５３ ２４，７２２ １３．８６ ８９，６３９ １３．３４

数理学研究科 ８，９５０ ２．６７ ０ ０ ８２３ ０．４６ ９，７７３ １．４５

工学部 ７３，１８８ ２１．８６ ３７５ ０．２４ ５１，６１１ ２８．９４ １２５，１７４ １８．６３

システム情報 ３，２０２ ０．９６ ０ ０ ０ ０ ３，２０２ ０．４８

農学部 ６６，６７７ １９．９２ １，２８０ ０．８１ １８，８４１ １０．５６ ８６，７９８ １２．９２

医学部 ３，１６８ ０．９５ ７８，９３６ ４９．６６ ５，５５３ ３．１１ ８７，６５７ １３．０４

医学部附属病院 ４３ ０．０１ １１，９７４ ７．５３ １ ０ １２，０１８ １．７９

歯・歯学部病院 ８４２ ０．２５ １６，８６７ １０．６１ ５，０９１ ２．８５ ２２，８００ ３．３９

医療短大 ４７５ ０．１４ ２０，２２３ １２．７２ ８１ ０．０５ ２０，７７９ ３．０９

薬学部 １，５６２ ０．４７ １５，７８５ ９．９３ ３，５３１ １．９８ ２０，８７８ ３．１１

生医研 １０ ０ ９５７ ０．６ ０ ０ ９６７ ０．１４

比文研 ３，３０８ ０．９９ ３４ ０．０２ １１，７３８ ６．５８ １５，０８０ ２．２４

言語文化部 ２１５ ０．０６ ６ ０ ７０４ ０．３９ ９２５ ０．１４

大学教育研究センター ９６ ０．０３ １ ０ ２８１ ０．１６ ３７８ ０．０６

総合理工学研究科 ２，５９８ ０．７８ ２３ ０．０１ ３５ ０．０２ ２，６５６ ０．４

応用力学研究所 ４１ ０．０１ １８ ０．０１ ０ ０ ５９ ０．０１

機能研 ９５ ０．０３ ４６ ０．０３ ４ ０ １４５ ０．０２

健康科学センター ２ ０ ３９ ０．０２ ５１ ０．０３ ９２ ０．０１

石炭研究資料センター ４７ ０．０１ ０ ０ １８ ０．０１ ６５ ０．０１

大型計算機センター １６ ０ ６ ０ ０ ０ ２２ ０

情報処理教育センター １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

ベンチャービジネスラボラトリー ２１ ０．０１ ０ ０ ０ ０ ２１ ０

図書館（注） １７８ ０．０５ ７，３１３ ４．６ １，６０１ ０．９ ９，０９２ １．３５

事務局 １２４ ０．０４ ４ ０ ８ ０ １３６ ０．０２

学務部 ３，４３４ １．０３ １１ ０．０１ ２９ ０．０２ ３，４７４ ０．５２

放送大学 ３７７ ０．１１ ０ ０ ５ ０ ３８２ ０．０６

その他（他大学） １，７５９ ０．５３ ６２６ ０．３９ １，５６２ ０．８８ ３，９４７ ０．５９

その他（一般市民） ６，３５７ １．９ ３，３９９ ２．１４ １１５ ０．０６ ９，８７１ １．４７

合 計 ３３４，７６２ １００ １５８，９５１ １００ １７８，３３７ １００ ６７２，０５０ １００
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休日における図書館利用状況（平成１１年度）

中央図書館 六本松分館 医 学 分 館

開館日 土・日・祝日 土・日のみ（祝日は除く） 土・日・祝日

入館者数 開館日数 入館者数 開館日数 入館者数 開館日数

４月 １，８８１人 ６日 ７６９人 ９日 １，０１８人 ９日

５月 ５，３６８人 １２日 １，４３４人 １３日 １，５２４人 １３日

６月 ３，５６７人 ８日 １，０１６人 ８日 １，３６７人 ８日

７月 ４，０９９人 １０日 １，３３８人 １０日 １，３９２人 １０日

８月 ７２１人 ５日

９月 ８，３３７人 １０日 ４，５０６人 １０日 ３，１６４人 １０日

１０月 ４，０３８人 １０日 ８９１人 １１日 ２，１０８人 １１日

１１月 ３，５７６人 １０日 ９６６人 １０日 ３，６１５人 ９日

１２月 ３，１９３人 ９日 ８７９人 ９日 １，３４８人 ９日

１月 ４，００４人 ９日 １，３４０人 ７日 １，８９３人 ９日

２月 ６，６７３人 ９日 ３，３９７人 ８日 ３，０４６人 ９日

３月 ２，４１４人 ９日 ４０７人 ９日 １，０８７人 ９日

合計 ４７，１５０人 １０２日 １６，９４３人 １０４日 ２２，２８３人 １１１日

１日平均 ４６２人 １６３人 ２０１人
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（中央図書館）

６．２ 齊藤 亜矢 相互利用掛（情報サービス第一掛から）

●記事の訂正

Vol．３６，No．１．p．１３の（教育学部等）の人事異動の記事中、上から９行目の常岡正子（図書掛）の異動は４

月１日付け、医学分館受入目録掛です。大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして訂正させていただきます。

６．１ 平成１２年度国立情報学研究所 ILL システム地域講習会（２日まで）九州大学会場

１５ 第７回電子ジャーナルの導入に関する検討WG （中央図書館）

２７ 第４７回国立大学図書館協議会研究集会・分科会主査打合せ（金沢市）

２８ 第４７回国立大学図書館協議会総会（２９日まで）（金沢市）

２８ 平成１２年度第１回NACSIS－IRデータベース実務研修（３０日まで）（国立情報学研究所）

３０ 外国雑誌センター館会議（一橋大学）

７．５ 西洋古典資料保存講習会（７日まで）（一橋大学）

６ 第８回電子ジャーナルの導入に関する検討WG（中央図書館）

６ 科研費法制史文献・画像データベース作成委員会打合会（中央図書館）

１２ 全学図書系掛長会議（中央図書館）

１４ 福岡市総合図書館運営審議会（福岡市総合図書館）

２９ 九州地区国立大学附属図書館ソフトボール大会（九州大学）

３１ 平成１２年度館長会議（中央図書館）

３１ 第１７１回附属図書館商議委員会（中央図書館）

８．３ 第２回図書館情報編集委員会（中央図書館）

２３ 平成１２年度図書館等職員著作権実務講習会（２５日まで）文化庁主催

● 人 事 異 動 ●

● 図 書 館 日 誌 ●

（平成１２年６月～平成１２年８月）

（平成１２年６月～平成１２年８月）
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菊竹淳一（大学院人文科学研究院教授）

『高麗時代の仏画』
［文学部図書室 美学７３０／１３５］

高尾征治（大学院工学研究院助手）

『反応系の撹拌混合技術』
［中央図書館 ５７１．３／Ta４８］

１０世紀から１４世紀にわたり朝鮮半島を統治した高

麗王朝は、優れた文化財を数多く産み出しているが、

とりわけ仏教美術に注目すべきものが多い。そのな

かで、仏教絵画は、絢爛華麗な装飾性により東アジ

アの仏教美術に異彩を放つ存在である。ただ、その

価値については国際的評価が大層遅れていた。これ

は基礎となる文献資料に良質なものが少なかったこ

とによるものであろう。本書の出版は、世界にのこ

る１３３点の高麗仏画のすべてを原色版により掲載し、

詳細なデータに至るまで記録していることに特色が

あり、さらに、文献資料、年表、先行研究文献など

を加えている。これにより、高麗仏画の研究に確乎

たる基礎が形成され、今後の研究発展に明確な座標

軸が生まれたものと自負している。執筆には、菊竹、

鄭于澤、井手誠之輔、朴銀郷など本学美学・美術史

研究室の卒業生が当たっており、本学が韓国文化研

究の世界的な存在であることも物語っている。なお、

本書は、１９９７年にソウルで刊行された韓国語版の日

本語版であることを申し添えておく。

位相は実数や空間における点や部分集合の相互関

係を対象とする数学の分野で、集合、代数系ととも

に数学の基礎を形成している。一方論理はギリシャ

時代からの長い歴史をもつ学問であり、２０世紀には

数理論理学として目覚ましい発展を遂げた。この位

相と論理を結びつけるのがブール代数である。

本書は代数系、位相などの初歩を学んだ、あるい

は学びつつある数学、情報系の学部学生を想定して

書いた入門書である。論理の知識は仮定していない。

むしろ数理論理学を特別視せずに「普通の」数学と

して扱うことに努めている。

なお、筆者のホームページhttp : //homepage.mac.

com/stanaka3/には本書の序文と正誤表がある。

この度、表記拙著「反応系の撹拌混合技術」を出

版しましたので、ご案内申し上げます。

早いもので、１９６７年以来、３０年間、師事した村上

泰弘教授が他界されてから４年が過ぎましたが、拙

著の原稿は、この間体験した空白の一年（１９９８）を

活用して書き上げたものです。かつて、師が空白の

田中俊一（大学院数理学研究院教授）

『位相と論理』
［中央図書館 ４１１．７３／Ta８４］
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秋元浩一（大学院農学研究院教授）

『千年の歴史の味、堂上蜂屋柿』
［中央図書館 ６２８．２／A３５］

秋元浩一（大学院農学研究院教授）
『CAI：コンピュータを食べて
しまう先生と生徒たち』

［中央図書館 ３７５．１９９／A３５］

一年（１９７６年）を活用して「重合反応装置の基礎と解

析」培風館（１９７６）を書き上げたのを見習いつつ…。

拙著の出版を思い至ったのは、学術上は、反応を

伴う混合現象の解釈をめぐってマクロ・ミクロ混合

論争を体験し（１９７７）、後に、後述の無次元数ｑに

導かれDanckwertsを越える混合反応関係式が導けた

（１９９８）からです。

実用上は、論争決着後、掲載なった学術論文（１９７８）

や取得できた学位論文（１９８３）でオリジナルに提唱

した無次元数q（＝反応速度／混合速度）が、独創

的な大型翼の開発も相まって撹拌の消費エネルギー

を半減できるパワーを秘めていることが企業現場で

実証されたからです（１９９５）。

最終章には「反応系の撹拌混合技術と哲学の関係

性」を収め、前拙著「脳内パラダイム革命がもたら

す新しい宇宙生命像」徳間書店（１９９６）へつながっ

た若き日の哲学の歩みにも言及しています。

ご一読頂きコメントなどお寄せ頂ければ幸いです。

堂上蜂屋柿は千年に亘る歴史を持ちながら、未だ

纏まった学術的報告が見られませんでした。堂上蜂

屋柿よ永遠なれ！と、その存在を誇りに思い、それ

が地域の活力のもとにもなっている、この極上の干

し柿をめぐって、これまで人々が織りなしてきた歴

史と長い時を経て伝承された微妙な製法にメスを入

れたのが本書です。地域ぐるみで堂上蜂屋柿の歴史

と技術を守り育てて行こうとしている人々の力は、

地域の子どもたちの輝く目にも表れていました。蜂

屋小学校にはいじめや登校拒否が見あたらないのも

うなずけます。本書の中から、地域活性化は人づく

りからという極意が伝わってきます。技術面ではポ

イントをついた表現に、堂上蜂屋柿に関わってきた

人は本書の中にこれからの創意工夫のヒントを見つ

けるでしょうし、今まで縁のなかった人は干し柿づ

くりに挑戦したくなるでしょう。本書の内容があな

たの手に伝わり、形になっていく過程では、先人の

知恵に感じ入り、仕上がっていく味に古来の日本が

よみがえるでしょう。

面白さに惹かれてコンピュータをかじって、コン

ピュータがいつのまにか血肉になっていたという、

先生と生徒たちの物語の中からCAI 部分を書き出し

たのが本書です。教育現場では理解度の異なる生徒

たちを相手に様々な取り組みがなされています。コ

ンピュータを活用した展開も色々みられますが、多

忙な現場の先生が創作するには難しいシステムが多

いのです。本書は手作りのCAI 作成システムを使い、

第一線の専門の先生方が独自の教育内容を作り上げ

ていく過程と実際の教材にまで高めたCAI のいくつ

かを紹介したものです。また、本書で紹介するCAI

のための手づくりシステムはシミュレーションや検

索システムにも適用できます。シミュレーションが

可能になりますと実技に入る前に十分な学習効果を

上げることが出来ます。検索システムでは植物の外

観から植物名を検索する等の機能を持つことも出来

ます。大昔の機種を対象にした単独で動作するシス

テムですが、このノウハウはインターネット環境に

も応用できるでしょう。
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〔中央図書館〕
山口宗之（教養部名誉教授）
「陸軍と海軍：陸海軍将校史の研究」
山口宗之著
清文堂出版 ２０００
［中央図書館 ３９３．２／Y２４］

高尾征治（大学院工学研究院助手）
「反応系の撹拌混合技術」
高尾征治著
化学工業社 ２０００
［中央図書館 ５７１．３／Ta ４８］

吉川 敦（大学院数理学研究院教授）
「フーリエ解析入門」
吉川 敦著
森北出版 ２０００
［中央図書館 ４１３．５９／Y８９］

田中俊一（大学院数理学研究院教授）
「位相と論理」
田中俊一著
日本評論社 ２０００
［中央図書館 ４１１．７３／Ta ８４］

秋元浩一（大学院農学研究院教授）
「千年の歴史の味、堂上蜂屋柿」
秋元浩一著
新農林社 ２０００
［中央図書館 ６２８．２／A３５］

秋元浩一（大学院農学研究院教授）
「CAI：コンピュータを食べて
しまう先生と生徒たち」

秋元浩一著
養賢堂 １９９７
［中央図書館 ３７５．１９９／A３５］

〔文学部〕
菊竹淳一（大学院人文科学研究院教授）
「高麗時代の仏画」
菊竹淳一、鄭 于澤責任編集
時空社 ２０００
［文学部図書室 美学／７３０／１３５］

〔筑紫中央図書室〕
柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「海洋観測データの処理法」
柳 哲雄著
恒星社厚生閣 １９９３
［筑紫中央図書室 ５５８．３／Y５２］

及川正行（応用力学研究所教授）
「多変数の微積分」
マイベルク，ファヘンアウア著；及川正行訳
サイエンス社 １９９６
［筑紫中央図書室 ４１３．３／Me９６］

及川正行（応用力学研究所教授）
「常微分方程式」
マイベルク，ファヘンナウア著；及川正行訳
サイエンス社
［筑紫中央図書室 ４１３．６２／Me９６］

及川正行（応用力学研究所教授）
「フーリエ解析」
マイベルク，ファヘンアウア著；及川正行訳
サイエンス社 １９９８
［筑紫中央図書室 ４１３．５９／Me９６］

及川正行（応用力学研究所教授）
「偏微分方程式、変分法」
マイベルク，ファヘンアウア著；及川正行訳
サイエンス社 １９９９
［筑紫中央図書室 ４１３．６３／Me９６］

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
蔵書の充実を図るため、図書館では著作物刊行の節は

一部ご寄贈くださるようお願いしております。今回は次

の教官からご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げま

す。
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及川正行（応用力学研究所教授）
「偏微分方程式」
及川正行著
岩波書店 １９９７
［筑紫中央図書室 ４１３．６３／O３２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「潮汐・潮流の話：科学者になりたい
少年少女のために」

柳 哲雄著
第２版 創風社出版 １９９２
［筑紫中央図書室 ４５２．６／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「潮目の科学：沿岸フロント域の
物理・化学・生物過程」

柳 哲雄編
恒星社厚生閣 １９９０
［筑紫中央図書室 ４５２．６／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「沿岸海洋学：海の中でものはどう動くか」
柳 哲雄著
改訂版 恒星社厚生閣 １９９４
［筑紫中央図書室 ４５２／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「潮の満干と暮らしの歴史」
柳 哲雄著
創風社出版 １９９９
［筑紫中央図書室 ４５２．６／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「風景の変遷：瀬戸内海」
柳 哲雄著
創風社出版 １９９４
［筑紫中央図書室 ２１７．４／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「瀬戸内海の自然と環境」
柳 哲雄編著
瀬戸内海環境保全協会 １９９８
［筑紫中央図書室 ４０２．９１７／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「海の科学：海洋学入門」
柳 哲雄著
改訂版 恒星社厚生閣
［筑紫中央図書室 ４５２／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「風景の構造」
柳 哲雄著
創風社出版 １９９０
［筑紫中央図書室 ３０４／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「Sustainable development in the Seto Inland
Sea, Japan : from the viewpont of fisheries」
Tomotoshi Okaichi and Tetsuo Yanagi（eds.）
Tokyo : Terra Scientific Publishing, c１９９７．
［筑紫中央図書室 ６６３／O３８］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「Coastal oceanography」
Tetsuo Yanagi.
Tokyo : Terra Scientific Publishing, c１９９９．
［筑紫中央図書室 ４５２／Y５２］

柳 哲雄（応用力学研究所教授）
「Interactons between estuaries, coastal seas
and shelf seas」
Tetsuo Yanagi（ed.）
Tokyo : Terra Scientific Publishing, c１９９９．
［筑紫中央図書室 ４５２．１２／Y５２］

●記事の訂正

Vol．３６，No．１．p．１７の本学関係者著作寄贈図書の記事中、「マルチメディア時代のドイツ語教育」の寄贈者及

び著者表記に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

（誤）田畑善之 		
（正）田畑義之

九州大学附属図書館報「図書館情報」 Vol. 36, No. 2（通巻19６号）

編集発行 九州大学附属図書館 2000年 9月30日
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